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平成 26年 12月 19日 
小平市長 
小林	
 正則	
 殿 
 

平成 27年度予算編成の重点施策に関しての要望書 
 
	
 本年、12月 8日の日経株価は、一時 7年ぶりに 1万 8,000円を回復し、円相
場は、一時 121 円（＝１ドル）まで急落しましたが、こうした世界経済の動向
と政府のアベノミクスの影響で、日本の経済は着実に好転しています。 
	
 しかし、経済には明るい兆しが見えてきたものの個人所得の増加が一部の層

だけに偏り、市民全体の生活は、その経済の好循環の実感が伴っていないのが

現状であります。 
	
 この経済状況の中、今後の自治体の経営・在り方が大きく問われております。

少子高齢化等による社会保障費の大幅な増大、１０％への更なる消費税の引き

上げ、法人税の国税化、地域の支え合いを基本にした医療と介護の地域包括ケ

アシステムの構築、老朽化した公共施設の更新に伴う公共施設マネジメントの

推進など、このような今後の自治体の課題に対応するには、人口減少の地域社

会に対応できる自治体のマネジメント機能の強化が欠かせません。 
	
 こうした考えに立ち、我々、市議会公明党は、二元代表制の一翼を担う市議

会の一員として、今までの対立構造ではない、政策ごとに是々非々で判断する

政治姿勢で、小平市民のために日々活動をしています。 
議会基本条例の前文にある「市民本位の政策立案や政策提言を積極的に行っ

ていかなければならない」の理念のもと、市民の期待に応えるため、各議員が

市民から直接頂いた要望をまとめ、市民生活の向上につながる政策項目を「平

成 27年度予算編成の重点施策に関しての要望書」としてまとめました。 
	
 これからも厳しい財政運営が続きますが、特段のご検討、ご配慮を賜ります

よう、要望いたします。 
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●財政、行政サービス政策
1 新公会計の推進 固定資産台帳の整備及び複式簿記の導入

2 公共施設マネジメント公共施設等の総合管理計画を早期に策定し、具体的に実施

3 公共施設マネジメント官民連携による道路、公園等インフラの包括管理委託の推進

4
起業家の育成、地域力

の強化
商店街の空き店舗を地域の困りごとセンターなどに活用

5 防　犯 安心して暮らせるまちづくりへ向けて小平市安全安心条例の制定

6 防　犯 市内通学路に不審者対策として、防犯カメラの設置

7 防　災 耐震シェルターや防災ベッドの設置費用助成を導入

8 防　災 学校別避難所運営マニュアルの策定

9 防　災 協定の締結など地域で支える災害時要援護者支援の拡充

10 防　災 公共施設、学校施設の非構造部材の耐震対策の拡充

11 防　災 防災行政無線を補完するCATVやメールマガジン等を活用した情報伝達シス
テムの拡充

12 子育て支援 親子のふれあいの機会を作り健やかな子育てを支援するブックスタートの実
施

13 保育サービス 待機児童解消のため認可保育所の増設

14 保育サービス 認定こども園の増設と積極的支援

15 男女共同参画社会 女性の活躍を総合的に支援する女性センターの設置

16 男女共同参画社会 市内中小事業所への女性参画の啓発と支援

17 女性支援 妊娠中から出産後までの保護者に対して子育てを支援する子育て応援メー
ルの導入

18 女性支援 産後ケアを実施している施設の情報提供と入院やデイサービスなどの利用
費の助成

19 国民健康保険 ジェネリック医薬品への移行を促すデータヘルス計画の実施で予防医療の推
進

●子育て支援、女性政策

●防犯、防災政策

●健康、高齢者、障害者政策



20 健康づくり 地域健康づくり推進員を活用したロコモティブシンドローム予防対策を市内全
域で実施

21 健康づくり ICTを活用して市民が楽しく健康づくりができる仕組みとして健康マイレージな
どの取り組みを導入

22 健康づくり 誰もが摂取できる高齢者用肺炎球菌ワクチンへの市独自の助成継続など感
染症予防施策の充実

23 健康づくり 誕生日の入力で予防接種スケジュールのお知らせメールが届く「ワクチンマ
ネージャー」サービスの実施

24 がん予防 検診率向上のため、個別勧奨・再勧奨(コール・リコール)の推進

25 介護保険 認知症の方が地域で生活できるための包括的な計画(認知症ケアパス)の策
定

26 介護保険 地域の支えあいと医療の連携を中軸においた地域包括ケアシステムの構築

27 介護予防 多様なメニューの介護予防見守りボランティア事業の実施とポイント制の導入

28 介護予防 空き家を認知症カフェなど高齢者の居場所として活用

29 障がい者・就労支援 障がい者の働く場の提供やジョブコーチの増員など就労支援事業の充実

30 障がい者支援 障がい者グループホーム・ケアホームの拡充

31 発達支援 発達障がいの総合相談などの拠点として発達障がい支援センターを設置

32 生活・就労支援 生活保護受給者の自立支援のため支援員の増員など支援体制の拡充

33 教　育 特別支援教育支援員の全小・中学校への配置

34 教　育 学校毎のいじめ対策基本方針の策定

35 教　育 学力向上につながる放課後の学習支援の全校での実施

36 教　育 電子黒板やデジタル教科書などＩＣＴを活用した授業の推進

37 教　育 大学とのパートナーシップによる図書館連携事業の実施

38 環　境 駅周辺地域等へのポイ捨て・路上喫煙禁止地区の指定

39 環　境 各部局が連動したエネルギーマネジメント政策の推進

40 環　境 食品ロスを減らす活動を推進するためのルールづくり

41 公共交通の整備 市内公共交通システムに基づく基幹軸交通の構築

●まちづくり、地域問題、産業活性化政策

●教育、環境政策



42 公共交通の整備 福祉的視点をもった地域交通網の整備

43 自転車政策 自転車保険加入を推進する自転車安全利用条例の制定

44 自転車政策 自転車左側通行の啓発のため、自転車ナビマークの設置拡充

45 自転車政策 違反者に注意を促す自転車安全利用指導員制度の導入

46 都市基盤の整備 あかしあ通りのグリーンロード化事業の推進

47 都市基盤の整備 小平市都市計画道路3・4・10号線の早期整備

48 都市基盤の整備 小平市都市計画道路3・4・19号線の早期整備

49 都市基盤の整備 基本計画に位置付けたあかずの踏切対策の実施

50 都市基盤の整備 駅前地下自転車駐車場の整備

51 スポーツ振興 市内の子ども達がオリンピアン・パラリンピアンと交流出来る機会の創
出

52 スポーツ振興 体育館等スポーツ施設のバリアフリー化と障がい者スポーツの振興


